


Ⅰ編 根管充填のStrategy根管充填のStrategy

歯内療法の目的は「根尖性歯周炎の予防と治療」で

あり，それを達成するための根管治療の原理原則が「無

菌的処置」「根管内細菌の減少または除去」「根管系の

封鎖」である．根管充填は「根管系の封鎖」にあたり，

1 根管治療における根管充填の位置づけ

根管治療の一角を担っている（図1）．しかしSabeti

ら 1）は，根管充填が根尖性歯周炎の治癒に与える影響

を調べたところ，根管充填を行った群と行わなかった

群で統計学的有意差は認められなかったと報告してい
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図1　根管治療の原理原則
　根尖性歯周炎の予防と治療を達成するための原則とそれに対応する処置．根管充填は「根管系の封鎖」にあたる
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このように，多くの根管充填法が臨床応用可能であ

り，どの方法をどのような症例に適応すべきか，もし

くはメインの充填方法をどれにすべきかは悩むところ

である．実際の臨床では，症例によって充填法を検討

すべきと考えているが，メインの方法についてはでき

る限りメインポイントの試適を行う方法を採用したほ

うが望ましい．その理由は，メインポイントの試適を

行うことにより，根管充填後の状態がおおよそ予測で

きるからである（残念ながらシーラーの溢出は予測で

きない場合もある）．すなわち，メインポイントの試

適を行わない充填法では，どこまで充填されたのかが

術後のデンタルX線写真でしかわからず，充填操作の

際に不安となる．

2. 症例に応じた充填法の選択

筆者らは，症例によりどのように充填法を採用すべ

きかを以下のように分類し，選択している（図13）．

まず，根尖最狭窄部が存在し，根管の解剖学的形態が

単純な根管形態（直線的で，円形または楕円形の根管）

の場合と，複雑な根管形態（湾曲根管や樋状根，さら

に内部吸収症例）の場合に分ける．また，根未完成歯

や外部吸収・器具操作により根尖が破壊されている症

例で，根尖最狭窄部が存在しない場合，穿孔を伴って

いる場合は，通常の根管充填ができないので，これら

に対応した充填法を選択する．そして，再治療が可能

な方法であるかについても考慮すべきである．

簡単な充填方法
Hydraulic Condensation Technique
を第一選択

メインとする方法
メインポイントの試適を行える方法が
望ましい

MTAセメントにて
穿孔部も含めて充填

アペキシフィケーション
もしくは RET

MTAセメントによる根尖部封鎖
（アピカルプラグ）

存在する

根未完成歯

外部吸収や器具操作
により根尖が破壊
されている場合

内部吸収症例で，
穿孔を伴っている場合

単純な根管形態
直線的で，円形または
楕円形の根管

複雑な根管形態
湾曲根管や樋状根，
内部吸収症例

存在しない

根尖最狭窄部

図13　症例に応じた充填法の選択のためのフローチャート
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側方加圧根管充填法は，学生時代からよく見慣れた充填法であり，日常的に行っている術

式の一つであると思われる．研究的には，他の充填法と比較検討するための「ゴールドスタ

ンダード」として用いられている．本充填法は，コアマテリアルとなるガッタパーチャポイ

ントを“solid core”の状態で充填を行っていく方法に分類される．術式としては，根管形成を

した終末部分に適合するメインポイントを根管内に挿入し，テーパー状のスプレッダーを用

いて側方方向に加圧してできた空隙にアクセサリーポイントを充填していく方法である．

C H A P T E R

側方加圧根管充填法1

適応となる根管

スプレッダーが根尖部付近まで容易に挿入できるような根
管があげられる．具体的には，比較的直線傾向のある根管
（Case 1参照）や曲率半径の大きな（緩やかな）湾曲根管
があげられ，日常臨床において適応範囲は広い

適応ではない根管

根尖部付近までスプレッダーの挿入が困難な根管と解剖学
的に特殊な根管があげられる．根尖部付近までスプレッダー
の挿入が困難な根管としては，湾曲傾向が強い根管，長い
根管があげられる．また，解剖学的に特殊な根管としては，
樋状根や内部吸収のような形態があげられる．いずれの根
管においても，加圧の面で不十分になる可能性が高い

Clinical Point

アクセサリーポイントとスプレッダーの関係性が重要となる
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側方加圧根管充填法に必要な器具・器材は，メイン

ポイントやアクセサリーポイントとしてのガッタパー

チャポイント，そしてスプレッダーである．本充填法

では，複数本のガッタパーチャポイントを口腔内へ輸

送して使用していくため，根管充填用ピンセットを用

いると操作性の向上につながる（図1）．さらに，良

好な充填状態を得るためには，メインポイントとアク

セサリーポイントの形状やスプレッダーの選択が重要

になる．そのほか，根管充填用シーラー，ガッタパー

チャの切断に用いるヒートキャリア，切断面を平坦化

するプラガーが必要となる．

1 器材選択

1. メインポイント

メインポイントとしてのガッタパーチャポイント

は，ISO規格と規格化されていないものではどちらの

ほうがよいのかについて，明確な根拠はないとの報告

もある 1）．筆者らはISO規格の02テーパーのガッタ 

パーチャポイントを選択している（図2）．理由とし

ては，04や06のような大きいテーパーのメインポイ

ントを選択すると，初回のスプレッダー挿入時に根尖

部付近まで挿入することが困難となり，加圧不足に

なってしまうからである 2）（図3，4）．

図1　根管充填用ピンセット
　 歯科用ピンセット（a）と根管充填用ピンセット（b：根管充填ピンセット，YDM）では先端の形状が
異なる．根管充填用ピンセットの先端には溝が付与されており，ポイント状のものが把持しやすい

図2　ISO規格の02テーパーのガッタパーチャポイ
ント

　 ポイントの先端径はカラーコードによって表示
されている．先端径は，±0.05 mmまでの誤差が
製品としての許容範囲とされているため，使用
前にはゲージングを行う

図3　さまざまなテーパーのガッタパーチャポイント
　 NiTiロータリーファイルの普及により，ファイル
と同様のサイズのテーパーの大きな04，06テー
パーのポイントも市販されている（左より02テー
パー，04テーパー，06テーパー）．術者による使
い分けが可能

a b
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1967年にSchilder 1）により報告された垂直加圧根管

充填法（以下，Schilder法）は，今日行われている垂

直加圧根管充填法の原点であり，根尖孔を越え，主根

管のみならず側方加圧根管充填法では困難な側枝およ

び副根管を含めた根管スペースを3次元的に緊密に充

填することを目的とした（図2）．Schilder法は，側方

2 垂直加圧根管充填法の変遷

加圧根管充填法と比較して不規則な根管形態や副根管

への根管充填を可能にしたが，前述のように根管充填

材の根尖孔外への逸出というデメリットも有してい

た．根尖孔からの充填材の逸出は，病理組織学的には

根尖部周囲組織に炎症反応が観察され 2），大多数の臨

床家の支持を得ることはできず，根管充填法の主流と

表2　根尖が破壊されていない典型的な症例での最終拡大号数に対応するCWCTで用いる各種器具のサイズ

拡大号数 作業長-3 mm
スーパーエンドα2
のプラガーサイズ

使用するコンデンサー
のサイズ

スーパーエンドβ
のニードルサイズ※

#35/06 #47相当 45/04，40/04 #40

25 Gがよく使われる
（20 Gと23 Gも市販され
ているが，汎用性は低い）

#40/04 #52相当 45/04，40/04 #50か#40

#40/06 #58相当 55/06，45/04 #50

#50/04 #62相当 55/06 #60か#50

※20 G＝0.88 mm，23 G＝0.63 mm，25 G＝0.51 mmに相当する

① ② ③

④ ⑤ ⑥

①：ガッタパーチャを作業長から 0.5～2.0mm
に試適

②：熱したプラガーまたはスプレッダーでメイン
ポイントを熱すると同時に，歯冠側の余分な
ガッタパーチャを除去

③：熱していないプラガーを用いて，ガッタパー
チャを圧接

④：ガッタパーチャ片を③の上に設置し，熱した
プラガーまたはスプレッダーで熱する

⑤：熱していないプラガーでガッタパーチャ片を
圧接

⑥：④と⑤の操作を繰り返し，根管口まで充填す
る

図2　Schilder法
　 Schilder法は，1967年に発表された当時はまだガッタパーチャ加熱装置や熱可塑性ガッタパーチャ充填装置が開発されておらず，持続的
な加圧ができなかった．これが充填に時間と手間を要する要因の一つであった
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